
          

仙
台
大
学
と
の 

「
連
携
協
力
に
関
す
る
協
定
」締
結 

令
和
６
年
10
月
１
日
（火
）
に
、
本
校
に
お
い
て
仙
台
大
学

と
本
校
と
の「
連
携
協
力
に
関
す
る
協
定
」を
締
結
し
ま
し

た
。
災
害
分
野
に
お
い
て
両
校
が
相
互
に
協
力
し
、
学
術
研

究
や
学
校
教
育
の
振
興
、
さ
ら
に
地
域
社
会
の
発
展
や
人

材
育
成
に
寄
与
す
る
こ
と
を
目
的
と
し
て
い
ま
す
。
特
に
昨

年
度
は
本
校
災
害
科
学
科
の
多
く
の
生
徒
が
仙
台
大
学
で

防
災
士
養
成
講
座
を
受
講
し
、
将
来
の
活
躍
に
向
け
て
防

災
士
の
資
格
を
取
得
し
ま
し
た
。
今
後
も
防
災
士
を
有
す

る
災
害
科
学
科
生
徒
が
増
加
す
る
こ
と
で
、
地
域
課
題
の

解
決
に
向
け
て
高
い
知
見
を
持
っ
て
活
動
で
き
る
よ
う
に
な

り
、
地
域
の
自
助
・共
助
の
意
識
を
更
に
向
上
さ
せ
る
な

ど
、
地
域
の
ウ
ェ
ル

ビ
ー
イ
ン
グ
の
向
上

を
目
指
し
ま
す
。
締

結
式
に
は
仙
台
大
学 

髙
橋
仁
学
長
様
、
鈴

木
秀
俊
副
学
長
様
、

宮
城
県
教
育
庁
保

健
体
育
安
全
課
大

宮
司
明
倫
課
長
様

が
列
席
さ
れ
、
本
校

か
ら
は
小
野
敬
弘
校

長
、
佐
々
木
芳
恵
教

頭
、
伊
東
秀
輝
教

頭
、
佐
藤
寿
正
主
幹

教
諭
、
石
山
俊
太
災

害
科
学
科
長
が
出

席
し
、
協
定
書
を
取

り
交
わ
し
ま
し
た
。 

災
害
科
学
科 

「
浦
戸
巡
検
」
を
実
施
し
ま
し
た
！ 

10
月
10
日
に
、
露
頭
見
学
や
試
料
採
取
に
適
し
た
県
内

外
の
フ
ィ
ー
ル
ド
に
お
け
る
、
地
学
・生
物
分
野
の
観
察
調

査
の
野
外
実
習
を
通
し
て
、
私
た
ち
を
取
り
巻
く
地
球
環

境
を
理
解
す
る
こ
と
を
目
標
に
浦
戸
巡
検
を
実
施
し
ま
し

た
。
巡
検
前
に
、
国
立
研
究
開
発
法
人
海
洋
研
究
開
発
機

構
海
域
地
震
火
山
部
門
上
席
研
究
員
（
シ
ニ
ア
）
の
田
村
芳

彦
様
よ
り
事
前
講
義
を
い
た
だ
き
、
浦
戸
諸
島
の
地
層
に
つ

い
て
学
習
し
ま
し
た
。
地
学
班
は
ク
リ
ノ
メ
ー
タ
ー
を
用
い

て
地
層
の
走
向
・傾
斜
を
計
測
し
、
背
斜
構
造
・向
斜
構
造

の
考
察
を
し
ま
し
た
。
生
物
班
は
、
コ
ド
ラ
ー
ト
調
査
を
行

い
、
２
年
前
と
の
植
生
の
変
容
を
考
察
し
ま
し
た
。
ま
た
、

事
後
学
習
で
は
、
一
般
社
団
法
人
浦
戸
自
主
航
路
運
営
協

議
会
理
事
長
の
内
海
春
雄
様
よ
り
浦
戸
諸
島
の
東
日
本
大

震
災
発
災
時

の
状
況
に
つ
い

て
ご
講
義
い

た
だ
き
ま
し

た
。
さ
ら
に
、

「
普
通
科
フ
ィ

ー
ル
ド
ワ
ー

ク
・災
害
科

学
科
浦
戸
巡

検
合
同
発
表

会
」を
実
施

し
、
プ
レ
ゼ
ン

形
式
で
普
通

科
と
相
互
に

ま
と
め
を
発

表
す
る
活
動

を
行
い
ま
し

た
。 

■ 

生
徒
の
感
想 

災
害
科
学
科
１
年 

綠
川
璃
桜 

島
な
ど
の
栄
え
た
場
所
か
ら
離
れ
た
場
所
に
災
害
が
起

き
た
時
、
支
援
が
行
き
届
く
の
が
遅
く
苦
労
し
た
と
い
う

こ
と
を
学
び
ま
し
た
。
私
た
ち
若
い
世
代
の
支
援
は
と
て

も
大
き
な
力
に
な
る
と
学
び
ま
し
た
が
現
地
に
行
っ
て
助

け
る
こ
と
が
難
し
い
時
、
募
金
活
動
や
メ
ッ
セ
ー
ジ
を
送
っ

た
り
し
て
勇
気
づ
け
ら
れ
る
人
に
な
り
た
い
と
思
い
ま
し

た
。
簡
単
に
剥
が
れ
る
地
層
は
風
化
が
原
因
だ
と
学
ん
だ

の
で
、
露

出
し
て
い

る
地
層
が

近
く
に
あ

る
時
に
地

震
が
起
き

た
ら
土
砂

崩
れ
が
起

き
る
前
に

そ
の
場
か

ら
離
れ
て

安
全
を
確

保
で
き
る

行
動
を
し

た
い
と
思

い
ま
し

た
。  

吹
奏
楽
部 

マ
ー
チ
ン
グ
コ
ン
テ
ス
ト
全
国
大
会
出
場
！ 

■ 

２
年
１
組 

五
十
嵐
凛
子
（仙
台
市
立
錦
ヶ
丘
中
出
身
） 

11
月
17
日
（日
）に

大
阪
城
ホ
ー
ル
で
行
わ

れ
た
第
37
回
全
日
本
マ

ー
チ
ン
グ
コ
ン
テ
ス
ト
に

て
、
銅
賞
を
受
賞
し
ま
し

た
。
自
分
た
ち
が
目
標

に
し
て
き
た
全
国
大
会
へ

の
出
場
が
で
き
、
夢
の
舞

台
で
自
分
た
ち
の
創
っ
て

き
た
演
奏
演
技
を
披
露

す
る
こ
と
が
で
き
ま
し

た
。
本
番
は
、
大
勢
の

方
々
の
前
で
、
仲
間
と

心
を
一
つ
に
し
て
音
楽

を
作
れ
た
喜
び
は
一
生

忘
れ
る
こ
と
の
な
い
素

晴
ら
し
い
体
験
で
し
た
。

こ
の
よ
う
な
貴
重
な
時

間
を
過
ご
す
こ
と
が
で

き
た
の
は
地
域
の
方
や
、
保
護
者
の
皆
様
な
ど
の
応
援
し
て

く
だ
さ
る
全
て
の
皆
様
の
お
陰
で
す
。
今
回
の
全
国
大
会

を
通
し
て
学
ん
だ
こ
と
を
、
こ
れ
か
ら
の
活
動
に
生
か
し
て

い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。
今
後
と
も
多
賀
城
高
校
吹
奏
楽
部

の
応
援
よ
ろ
し
く
お
願
い
致
し
ま
す
。 

サ
ッ
カ
ー
部 

新
人
大
会
で
奮
起
！ 

一
回
戦 

対 

仙
台
向
山 

２-

０ 

勝 

二
回
戦 

対 

利
府 

３-

２
（延
長
） 

勝 

三
回
戦 

対 

仙
台
城
南 

１-

１
（Ｐ
Ｋ
５-

４
） 

勝 

準
々
決
勝 

対 

二
華 

１-

０ 

勝 

準
決
勝 

対 

東
北
生
文
大
高 

０-

２ 

敗 

第
三
代
表
決
定
戦 

対 

明
成 

２-

２
（
Ｐ
Ｋ
２-

４
） 

敗 

 

【
第
三
位
入
賞
】 

多
く
の
保
護
者
、
生
徒
、
卒
業
生
、
関
係
者
の
応
援
、
サ

ポ
ー
ト
の
お
か
げ
で
最
終
日
ま
で
サ
ッ
カ
ー
を
す
る
こ
と
が

で
き
ま
し
た
。
東
北
大
会
に
は
手
は
届
き
ま
せ
ん
で
し
た
が
、

今
大
会
を
通
し
て
生
徒
は
大
き
く
成
長
し
ま
し
た
。
こ
の
悔

し
さ
を
さ
ら
な
る
向
上
心
に
繋
げ
て
い
き
ま
す
。
応
援
あ

り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。 

第
230
号 

令
和
６
年
12
月
26
日
発
行 

 

さ
と
く 
ゆ
た
か
に 

た
く
ま
し
く 

宮
城
県
多
賀
城
高
等
学
校 

 

  

多
高
通
信 


